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Ｑ　

２
期
８
年
の
小
川
県

政
の
実
相
と
評
価
に
つ
い

て
。
小
川
知
事
は
、
選
挙
に

向
け
、
立
憲
民
主
党
と
「
原

発
否
定
」
を
含
め
た
政
策
協

定
を
交
わ
し
、
今
後
の
県
政

運
営
の
指
針
と
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
自
民
党

が
到
底
容
認
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
政
策

決
定
の
判
断
を
瞬
時
に
下

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

職
員
を
す
ば
や
く
動
か
す
こ

と
が
、
賢
明
な
指
導
者
に
求

め
ら
れ
る
姿
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
知
事
に
は
的
確

な
方
針
や
指
示
が
無
く
、
宿

泊
税
を
め
ぐ
る
福
岡
市
と
の

調
整
問
題
の
よ
う
な
事
態
が

起
こ
る
な
ど
、
福
岡
県
政
の

停
滞
を
招
い
て
お
り
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
欠
け
て
い

る
。
知
事
が
初
当
選
後
、
日

本
一
を
目
指
し
て
き
た
「
県

民
幸
福
度
日
本
一
」
も
、
県

民
意
識
調
査
の
「
福
岡
県
に

生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、生
活

し
て
良
か
っ
た
」
と
の
回
答

が
８
割
で
あ
る
点
は
他
の
県

と
比
較
で
き
ず
、
日
本
総
研

の
「
全
47
都
道
府
県
幸
福
度

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
本
県
は

30
位
。
成
果
が
あ
っ
た
と
は

思
え
な
い
。
知
事
自
身
の
２

期
８
年
の
評
価
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ　

県
民
意
識
調
査
で
の
評

価
は
こ
こ
３
年
連
続
で
８
割

を
超
え
、
着
実
に
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
都

道
府
県
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
本
県
は
仕
事
分
野
に
お

け
る
「
事
業
所
新
設
率
」、

教
育
分
野
に
お
け
る
「
学
童

保
育
設
置
率
」
の
指
標
が
全

国
で
上
位
と
な
っ
て
い
る
一

方
、
生
活
分
野
の
「
持
ち

家
比
率
」、「
生
活
保
護
受
給

率
」
な
ど
が
下
位
に
あ
り
、

そ
う
し
た
指
標
が
総
合
順
位

を
引
き
下
げ
て
い
る
と
考
え

る
。
民
間
の
調
査
も
参
考
に

し
な
が
ら
施
策
の
充
実
、
強

化
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

平
成
30
年
４
月
、
国
民

健
康
保
険
の
財
政
運
営
が
都

道
府
県
に
移
管
さ
れ
た
。
県

当
局
は
国
保
事
業
納
付
金
算

定
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度

か
ら
３
年
間
は
、
一
定
割
合

を
０
％
と
す
る
負
担
緩
和
措

置
を
維
持
し
、
市
町
村
の
負

担
上
昇
を
抑
制
す
る
と
約
束

し
た
。
と
こ
ろ
が
一
定
割
合

の
見
直
し
を
唐
突
に
提
案
。

最
終
的
に
据
え
置
き
と
な
っ

た
が
、
知
事
は
い
か
に
責
任

を
感
じ
て
い
る
か
。

Ａ　

国
か
ら
、
そ
れ
ま
で
想

定
で
き
な
い
よ
う
な
仮
係
数

の
提
示
を
受
け
た
た
め
、
大

幅
な
歳
入
変
動
が
あ
っ
た
。

そ
の
算
定
結
果
を
市
町
村
に

早
期
に
示
す
必
要
が
あ
っ
た

と
は
い
え
、
市
町
村
が
困
惑

す
る
事
態
に
な
っ
た
こ
と
は

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
今

回
の
算
定
を
踏
ま
え
る
と
、

「
２
０
２
０
年
度
の
一
定
割

合
を
０
％
に
す
る
」
と
、
現

時
点
で
言
う
の
は
適
切
で
は

な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
１

月
に
開
か
れ
た
市
町
村
担
当

課
長
会
議
で
、
２
０
２
０
年

度
に
つ
い
て
は
改
め
て
協
議

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

Ｑ　

県
内
経
済
は
地
域
に
よ 

っ
て
異
な
る
状
況
に
あ
り
、

高
齢
化
や
人
材
不
足
な
ど
に

苦
し
ん
で
い
る
。
福
岡
都
市

圏
以
外
の
地
域
の
発
展
に
つ

い
て
。

Ａ　

県
と
し
て
、
基
幹
的

な
交
通
網
の
整
備
を
は
じ

め
、
自
動
車
・
食
品
・
物
流

関
係
企
業
な
ど
の
誘
致
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の

振
興
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
６
次

化
に
よ
る
農
林
水
産
業
の
振

興
、
地
域
を
支
え
る
人
材
の

育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
結
果
の
例
を
示
す

と
、
県
内
の
自
動
車
関
連
企

業
が
約
５
６
０
社
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

県
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
に

向
け
て
、
各
地
域
の
連
携
・

補
完
に
よ
る
広
域
的
な
地
域

振
興
も
含
め
て
、
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

ト
ラ
フ
グ
の
資
源
を
増

や
す
た
め
の
稚
魚
の
生
産
や

放
流
の
広
域
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

Ａ　

本
県
を
は
じ
め
山
口
や

長
崎
な
ど
関
係
５
県
は
、
稚

魚
の
生
産
に
か
か
る
費
用
や

放
流
後
の
生
存
率
を
勘
案

し
、
放
流
に
最
適
な
稚
魚
の

サ
イ
ズ
を
研
究
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
７
セ
ン
チ
が
最

も
効
果
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
、
各
県
と
も
７
セ
ン
チ
の

稚
魚
を
生
産
。
本
県
も
県
栽

培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
活
力
の

高
い
稚
魚
を
安
定
的
に
生
産

し
て
い
る
。
ト
ラ
フ
グ
は
広

域
に
回
遊
す
る
こ
と
か
ら
、

国
が
設
置
し
た
「
ト
ラ
フ
グ

資
源
管
理
検
討
会
議
」
に
本

県
を
含
む
20
府
県
が
参
加
。

九
州
北
部
海
域
で
は
、
広
い

干
潟
を
有
す
る
有
明
海
や
瀬

戸
内
海
で
の
放
流
が
最
も
効

果
的
と
分
か
り
、
関
係
５
県

は
県
域
を
越
え
有
明
海
と

瀬
戸
内
海
に
集
中
的
に
放
流

し
て
い
る
。
本
県
も
毎
年
約

40
万
尾
を
放
流
。
現
在
、
漁

獲
さ
れ
る
ト
ラ
フ
グ
の
う
ち

放
流
魚
が
約
２
割
を
占
め
、

漁
業
者
か
ら
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ　

採
用
後
３
年
以
内
に
退

職
し
た
小
中
学
校
教
員
数
の

推
移
と
、
早
期
に
退
職
す
る

教
員
を
出
さ
な
い
た
め
の
新

規
採
用
者
を
支
援
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

採
用
後
３
年
以
内
の
退

職
者
は
平
成
27
年
度
19
名
、

28
年
度
20
名
、
29
年
度
23
名

で
、
そ
の
う
ち
約
４
割
が
採

用
後
１
年
以
内
に
退
職
し
て

い
る
。
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
教
育
に
関
す
る

基
礎
的
・
基
本
的
な
資
質
・

能
力
を
養
成
す
る
研
修
の
ほ

か
、
学
校
に
お
け
る
人
間
関

係
づ
く
り
や
学
級
経
営
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
に
関
す
る
講
座

を
設
け
た
「
教
員
採
用
前
セ

ミ
ナ
ー
」
を
本
年
度
採
用
者

か
ら
実
施
。
ま
た
、
教
科
指

導
や
生
徒
指
導
な
ど
職
務
に

関
す
る
悩
み
を
経
験
豊
富
な

退
職
教
員
な
ど
に
相
談
で
き

る
「
教
職
員
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
室
」
を
教
育
セ
ン
タ
ー
や

県
内
６
地
区
に
設
置
す
る
な

ど
の
支
援
策
を
実
施
し
て
い

る
。

Ｑ　

県
内
の
私
立
高
校
に
お

け
る
就
業
規
則
、
雇
用
契
約

書
、
三
六
協
定
な
ど
、
労
働

基
準
法
の
遵
守
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
県
と
し

て
徹
底
し
た
実
態
調
査
を
行

う
べ
き
で
は
。

Ａ　

労
働
基
準
法
の
違
法
行

為
は
、
監
督
権
限
が
国
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
実
態
調
査
や

指
導
・
是
正
勧
告
な
ど
は
労

働
基
準
監
督
署
で
行
わ
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。
県
が
私

立
高
校
60
校
の
「
働
き
方
改

革
」
に
つ
い
て
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
全
て
の
学
校
で
就
業

規
則
を
作
成
の
上
、
労
働
基

準
監
督
署
へ
の
届
け
出
が
な

さ
れ
て
い
た
。
労
働
契
約
締

結
の
際
、
書
面
を
交
付
し
て

い
る
学
校
は
56
校
、
時
間

外
勤
務
・
休
日
出
勤
と
も
に

三
六
協
定
を
締
結
し
て
い
る

学
校
は
、
教
員
に
つ
い
て
は

21
校
、
事
務
職
員
は
37
校
と

な
っ
て
い
る
。
労
働
契
約
締

結
の
際
、
書
面
を
交
付
し
て

い
な
か
っ
た
４
校
は
速
や
か

に
是
正
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

労
働
基
準
法
が
遵
守
さ
れ
て

い
な
い
私
立
学
校
が
あ
る
こ

と
は
遺
憾
で
あ
る
。
県
と
し

て
、
各
私
立
学
校
に
対
し
法

令
を
遵
守
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
く
。

Ｑ　

急
務
で
あ
る
保
育
士
確

保
の
た
め
、福
岡
市
、福
津
市
、

宗
像
市
、
宮
若
市
は
保
育
士

の
家
賃
負
担
を
軽
減
す
る
仕

組
み
を
作
っ
て
い
る
。
同
様

に
、
飯
塚
市
は
独
自
に
保
育

士
の
修
学
資
金
と
し
て
月
額

最
大
５
万
円
、
生
活
資
金
と

し
て
月
額
最
大
２
万
円
を
無

利
子
で
貸
し
付
け
、
５
年
間

保
育
士
と
し
て
同
市
内
で
勤

務
す
る
と
全
額
免
除
さ
れ
る

制
度
を
作
っ
て
い
る
。
県
と

し
て
も
、
保
育
士
へ
の
経
済

的
支
援
を
他
市
町
村
に
広
げ

る
取
り
組
み
を
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

家
賃
負
担
軽
減
の
仕
組

み
や
保
育
士
の
修
学
資
金
貸

付
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
国
の
制
度
が
あ
る
。
し

か
し
、
保
育
事
業
者
が
自
ら

宿
舎
を
借
り
上
げ
た
上
で
経

費
の
一
部
を
負
担
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
や
、
採
用
後
の

期
間
に
よ
り
対
象
と
な
る
保

育
士
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
な

ど
、
市
町
村
に
と
っ
て
必
ず

し
も
使
い
や
す
い
制
度
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
県
と
し
て

は
、
ま
ず
市
町
村
に
国
の
制

度
の
活
用
を
働
き
掛
け
る
と

と
も
に
、
市
町
村
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、
よ
り
使
い
や

す
い
補
助
制
度
と
な
る
よ
う

国
に
制
度
改
善
を
要
望
し
て

い
く
。

Ｑ　

制
服
選
択
制
と
な
る
県

立
高
校
は
ど
の
程
度
あ
る
の

か
。

Ａ　

来
年
度
、
女
子
生
徒
の

制
服
と
し
て
、
ス
カ
ー
ト
に

加
え
ス
ラ
ッ
ク
ス
が
選
択
で

き
る
学
校
は
20
校
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
複
数

の
学
校
が
次
年
度
以
降
の
実

施
に
向
け
て
デ
ザ
イ
ン
等
を

検
討
し
て
い
る
な
ど
、
各
学

校
に
お
い
て
機
能
性
や
防
犯

対
策
等
に
配
慮
し
た
制
服
着

用
の
弾
力
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

Ｑ　

県
立
学
校
体
育
館
を
は

じ
め
と
す
る
避
難
所
施
設
へ

の
空
調
設
置
に
つ
い
て
。
ま

た
、
小
中
学
校
普
通
教
室
の

設
置
現
状
も
問
う
。

Ａ　

平
成
28
年
に
「
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
」
の
対
象

事
業
が
拡
充
さ
れ
、
避
難
所

の
空
調
整
備
経
費
に
活
用
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

起
債
は
時
限
措
置
と
な
っ
て

お
り
、
１
０
０
％
起
債
が
可

能
で
、
う
ち
70
％
が
交
付
税

で
措
置
さ
れ
る
。
県
は
市
町

村
に
起
債
活
用
を
助
言
し
、

15
市
町
村
が
23
施
設
に
空
調

施
設
を
設
置
し
て
い
る
。
現

在
、
体
育
館
が
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
県
立
学
校
は

89
校
だ
が
、
空
調
の
設
置
は

な
い
。
先
行
事
例
な
ど
を
調

査
・
研
究
し
、
国
に
も
経
費

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
継

続
的
で
十
分
な
措
置
を
要
望

し
て
い
く
。

　

小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の

空
調
設
置
は
不
可
欠
と
考
え

る
。
市
町
村
に
対
し
、
国
の

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備
対

応
臨
時
特
例
交
付
金
」
の
活

用
を
促
し
て
き
た
。
こ
れ
に

よ
り
統
廃
合
や
改
築
計
画
の

あ
る
学
校
を
除
き
、
全
小
中

学
校
の
普
通
教
室
に
空
調
が

設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

福
岡
県
立
大
学
に
お
け

る
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修

の
実
施
に
つ
い
て
。

Ａ　

同
大
学
が
特
定
行
為
研

修
機
関
の
指
定
を
受
け
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
看
護
師
が
就

労
し
な
が
ら
身
近
な
場
所
で

研
修
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
に
資
す
る
。
一
方
、
病

院
を
併
設
し
て
い
な
い
同
大

学
が
指
定
を
受
け
る
に
は
、

指
導
に
当
た
る
医
師
確
保
な

ど
の
課
題
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
昨
年
12
月
、
国
の

医
道
審
議
会
部
会
が
取
り
ま

と
め
た
意
見
書
で
、
特
定
行

為
の
う
ち
主
な
も
の
を
三
つ

の
領
域
別
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

す
る
方
向
が
示
さ
れ
、
国
で

関
係
省
令
な
ど
の
整
備
が
進

め
ら
れ
る
見
込
み
だ
。
制
度

見
直
し
の
情
報
を
提
供
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
同
大
学
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

県
が
実
施
し
て
い
る
風

し
ん
の
無
料
抗
体
検
査
事
業

や
、
市
町
村
が
行
う
働
く
世

代
の
男
性
へ
の
抗
体
検
査
に

つ
い
て
問
う
。

Ａ　

県
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

促
進
を
図
り
、
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
妊
娠
を
希
望
す
る
方
や
妊

婦
、
そ
の
配
偶
者
、
同
居
者

を
対
象
に
、
県
内
１
２
４
４

カ
所
の
契
約
医
療
機
関
で
無

料
抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。
若
い
人
の
利
用
が
多
い

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
で
も
情
報
発
信
し
、

今
後
は
高
校
で
普
及
啓
発
を

行
い
、
受
検
を
促
進
し
て
い

く
。
国
は
体
制
整
備
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
県
も
市
町
村

や
県
医
師
会
な
ど
と
協
議
を

行
っ
て
い
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
通
じ
た
啓
発
に
加
え
、
約

３
５
０
０
社
あ
る
「
が
ん
検

診
推
進
事
業
所
」
へ
の
メ
ー

ル
配
信
な
ど
事
業
所
へ
も
働

き
掛
け
て
い
く
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

岳
　  

康
宏  

（福岡市中央区）

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団

小
池  

邦
弘  

（糟屋郡）

公
明
党

公
明
党

大
城  

節
子  

（福岡市中央区）

緑
友
会

緑
友
会

吉
武  

邦
彦  

（宗像市）

※岳議員の所属会派は代表質問時のものです。


